
エダアシクラゲの「 返り」・「再生」誘導実験 
 

● 課題研究6班● 

研究の目的 

 クラゲの仲間は高い再生能力を持つことが知られている。このような現象には、細 
 

胞の運命決定の柔軟性が重要であると考えられているが、そのメカニズムの詳細はわ 
 

かっていない。 
 

 この疑問の解明を目指し、エダアシクラゲを使って再生能力の解明に取り組んだ。 
 

エダアシクラゲ（Cladonema pacificum） 
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実験2～「傘」「触手瘤」「触手」の再生実験《器官レベルの再生》 

先行研究 

幹細胞？ 
触手を切断しても再生するこ
とから、エダアシクラゲの幹
細胞は「触手瘤」にあると考
えられている 

1.幹細胞を失うので、再生せずにシンメトリーに「再配置」される 
 

2.体の損傷が原因で「死ぬ」 
 

3.損傷部位の「再生」が起こる 

仮説 

方法 

《1本》‐1個体 《2本》‐1個体 《3本》‐1個体 《4本》‐1個体 

口柄あり 

口柄なし 
（切断部分） 

消滅 消滅 消滅 消滅 

※ それぞれ切断後、「口柄」を残した側のみが完全に再生した 
 

※ 「傘」の頂上あたりから、「触手瘤」「触手」の順に再生した 

結果 

○ 「触手瘤」を失っても再生が起こった 
 

  ⇒ 

 

○ 「口柄」がない側は再生が起こらなかった 
 

  ⇒ 
 

○ 「口柄」単独では再生せず（実験1）、「口柄」と隣接しているときのみ 
 

  体が再生された。 
 

  ⇒ 

結論 

体を切断すると、 
 

残った断片は 
 

それぞれ時間を経て 
 

シンメトリーに再配置する 

０h ６h 18h 50h 

０h 12h 36h 50h 

エフィラ 

Self-repairing symmetry in jellyfish through mechanically driven reorganization 
Michael J. Abrams, Ty Basinger, William Yuan, Chin-Lin Guo, and Lea Goentoro               
                                            2015年  

放射管（1-4本）ごと、

 

※ 口柄は残す  
   

※《 》：切断する放射管の数 
 
 
 
 
 
 

《1本》 《2本》 《3本》 《4本》 

考察 

 

“口柄誘導説” 
「おおもとの幹細胞」や「口柄」単独では再生は起こらない。「おおもとの幹細胞」
に「口柄」が隣接していると「口柄」は再生を誘導する。「口柄」から誘導を受けた
「おおもとの幹細胞」から再生が順次進む。（中胚葉誘導のメカニズムに類似） 

“触手瘤細胞分化説” 
残存した「触手瘤」の細胞から、失われた
「触手瘤」が再生され、「傘」や「触手」の
再生が順次進む。 

 本研究を通じて、エダアシクラゲにおいても考えられていた以上に細胞運命が柔軟
であることが示唆された。今後、以下の2つの可能性について明らかにしたい。 
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実験1～若返りへの誘導実験《個体レベルの再生》 

先行研究 ニホンベニクラゲにおける若返りへの物理的誘導実験 

卵子・精子 

 プラヌラ  ポリプ 

団子 

ニホンベニクラゲ（Turritopsis spp.）は、 
 

死期の到来・ によって、 
 

ポリプ世代へ させることがで 
 

きる（ ） 

仮説 エダアシクラゲはベニクラゲと同綱同目であるため、若返りを起こす 

方法 
 

A 「口柄」と「傘・触手」に自然に分離した成体を継続観察 
 
 

B 刺針（人為的刺激）を行い、その後継続観察 
 

結果 

死 

口柄‐5個体 

死 

傘・触手・口柄 
‐5個体 

Ｂ：刺針 

死 

口柄‐1個体 

死 

傘・触手‐1個体 
Ａ：死期 

結論 

刺針 

団子 

ニホンベニクラゲ(ヒドロ虫綱、花クラゲ目)の一般の方々によ 
 

る若返りへの物理的誘導実験での今後の注意 久保田 2016年 
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